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 要 旨   
目的： 
大学生は同年代の非学生と比べて大量飲酒を行い，彼らの飲酒が危険で標準的なレベル

を超えていることに気がついていない。そこで，本研究では，先行的なWebを用いたアル

コールスクリーニングとWebを用いた短期的介入プログラムの効果を検討することを目的

とした。 
方法： 

2007年にAustralian大学で無作為化対照試験を行った。対象者の勧誘は，学部学生13,000
人（年齢：17-24歳）に，Webを用いたAlcohol Use Disorders Identification Test(AUDIT)
を配布しておこなった。回答のあった学生7,237人のうち，AUDITの成績が危険/有害の得

点(≧8)を得た2,435人は無作為に介入群1,251人と対照群1,184人に割り付けられた。介入群

は，10分間のWebを用いた動機づけ支援と個別のフィードバックによりおこなった。対照

群は，スクリーニングだけを受けた。追跡評価は，1か月後と6カ月後におこなった。アウ

トカムは，飲酒頻度，1回飲酒量，飲酒総量(頻度×1回飲酒量)，the Alcohol Problems Scale 
(APS)のスコア, the Academic RoleExpectation and Alcohol Scale (AREAS)のスコア，過

度飲酒の数，深酒の数とした。 
結果： 

AUDITのベースラインスコアの平均値(標準偏差)は，対照群で14.3(5.1)，介入群で

14.2(5.1)だった。1か月後，介入群の飲酒は，対照群と比べて，飲酒頻度が少なく(rate ratio 
(RR)：0.89，95%信頼区間(CI)：0.83-0.94)，1回あたりの飲酒量が少なく(RR：0.93，95%CI：
0.88-0.98)，飲酒総量少なかった(RR：0.83，95% CI：0.78-0.90)。アルコールに関連した

害に違いはみられなかった。6カ月後，介入の効果は飲酒頻度(RR, 0.91;95% CI, 0.85-0.97) 
と飲酒総量 (RR, 0.89; 95% CI, 0.82-0.96) で持続したが，他の指標では，みられなかった。

結論： 
Webを用いたスクリーニング後の介入は，大学学部学生の飲酒量を減らした。また，こ

のようなプログラムは広く実行可能であった。 

 




